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5-3 ウェブサイト等の作製 

ブックレットと共通したデザイン(トータルデザイン)とし、一般に普及しているＵＲＬやＱＲコ

ード等を用いて各メディア間を横断する利者の利便性に配慮した。 

なお、ウェブサイトは、ネーミング募集、デザイン募集のタイミングで立ち上げ、実証実験の内

容など先行で掲載した（前述 5-1 参照）。 

その後、ブックレット「みなみのみなみ」校了をにらみながら、下記の①～⑨のコンテンツを作

成した。 
①おすすめコース、おすすめツアーの紹介 

② 利用方法 

③ 割引サービス等の紹介 

④ 各体験イベントのコースマップ 

   体験イベント選定、決定次第、写真付きで作成。 

⑤ 写真ギャラリー 

⑥ ピーアール動画(車内/ウェブサイト放送)作成 ※別途ＤＶＤに収録 

⑦ 観光マップ 

⑧ SNS(Facebook、Twitter)、YouTube との連携 

⑨ イベント一覧と外部サイトへのリンク 

   観光施設や割引・優待に参加する企業店舗等にもリンクする。 

 

【ウェブのタイトル】 

 糸満市～那覇空港直行バス路線実証実験準備・実証実験及び地域観光交通運行計画策定業務 

いとちゃんバス×みなみのみなみ 
 

【ウェブのアドレス】 http://itochan-bus.com/ 
 

 

【ウェブの構成：サイトマップ】 

 利用者が分かりやすいよう、「いとちゃんバス」と「み

なみのみなみ」を分けた構成にした。 

 「いとちゃんバス」サイトには、いとちゃんバス及び

いとちゃん mini の利用方法や、ダイヤ、運賃等バスに

関する情報を掲載している。 

 「みなみのみなみ」には、ブックレットをベースに、

糸満カレンダー、まーさんいとまん、いとちゃん観光コ

ースの紹介、観光コース利用にあたっての注意事項、協

賛店舗の紹介、バスで巡る糸満観光の例を掲載している。 

なお、協賛店舗ではＨＰアドレスのある施設へはリン

クを張った。いとまんカレンダーではイベントの問合せ

先を掲載した。 

 その他、インフォメーション、事業のページ、プライ

バシーポリシーを掲載した。 

 次年度予定の実験期間中も随時更新を行う。 
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【ウェブのトップページ】 
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【いとちゃんバストップページ】 
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【みなみのみなみトップページ】 
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【いとちゃん観光コースの案内:報告書では代表１例を掲載】 
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【協賛店舗掲載ページ：報告書では代表１例を掲載】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

5-40 

5-4 Wi-Fi(無線 LAN)の構築 
直行バスの車体決定後、直行バスの車両（4台）に搭載する、Wi-Fi(無線 LAN)を汎用Ｗｉ－Ｆｉ

ルーターにより構築を行った。 

 

①同時接続数 20 台 
②ドコモ Xi/LTE（最大 225Mbps、運行ルートでの接続性能の検証済み） 
③セキュア接続（暗号化方式：WPA-PSK、WPA2-PSK、相互通信不可等） 
④接続に必要なアクセスポイント名、パスワードは車内ポスターにて告知 
⑤乗車中の僅かな時間でも利用し易いよう、個別承認、専用サイトへの転送等を省略 

    ⑥従来のバス Wi-Fi サービスとの違い 
     ・どの携帯電話会社／タブレット／PC 等でも Wi-Fi 機能があれば利用可能 
    ⑦従来の Free Wi-Fi（例：那覇市）との違い 

・個別承認手続きが不要なため接続が早い（メールアドレス等の登録が必要ない） 
・利用時間の制約が無い（上記個別承認を行っている理由） 
・専用サイトへの転送（代理サーバ経由）を行わないため、閲覧不能や不具合が少ない 

 

5-5 営業宣伝活動 

  バスで巡る糸満観光ブックレット「みなみのみなみ」作成後、那覇空港や、市内観光施設や宿

泊施設(市内及び那覇市)、市内飲食店等へ配布した。また、沖縄観光コンベンションビューロー

の協力を得て、観光コンベンションビューローが主催または参加する観光プロモーションや観光

フェア等でブックレットを配付する。 

 

５-6 先進地視察 
類似のバス路線(那覇市ゆいゆい号)の営業宣伝活動の効果や運行実績等について参考にする

ために、那覇市観光協会へヒアリングを実施した。 

 

（１）那覇市内観光周遊バス実証実験事業について 

① 事業目的 

  那覇市を訪れる観光客の多種多様なニーズに応えるための一つの方策として、平成 25 年度に

実施する市内の観光地を結ぶ周遊バス運行実験事業を行い、平成 27 年度からは、バス会社独自

事業として運行できるようにする。 

 

② これまでの経緯 

平成２４年度  運行準備 

平成２５年度  ６月１日より運行スタート 

        午前中１０便に那覇まちま～いガイドが乗車 

平成２６年度  ８月１日より那覇空港、西側ホテルを含むルート延長 

        ８・９月と月の乗客数が 10,000 人越え 

        ９・１０月ガイド乗車が土日祝の１０便へ 

        １１月よりガイド乗車なし 

 

③ 事業概要とこれまでの取組み 

ａ）事業概要 

運行形態：路線定期運行 

  運営主体：那覇市観光協会（那覇市からの運営委託） 

  運行主体：那覇バス株式会社 

  路線数 ：１路線（片廻り循環型） 
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   運賃  ：大人 230 円、小児 120 円均一  一日乗車券：大人 660 円、小児 330 円 

バスモノパス：大人 1,000 円、小児 500 円（那覇バスとモノレール共通一日乗車券） 

   運行目的：那覇まちま～い事業（観光地元ガイド）と連携した観光周遊バス実証実験で、観

光客に市内を周遊してもらうことで着地型観光のモデルとし、将来的にはバス会

社の自主運行を目指している。 

   運行頻度：2014 年 8 月より平休日とも 18 周／日（9:00～17:30 発、30 分間隔、片廻りのみ） 

   自治体の関与：実証実験期間はバス運行に要する経費及び運賃収入見込み額と実収入との差

額について補助している。 

   その他特徴： 

・那覇市内の観光地、名所、商業施設等を循環する観光周遊バスとして 2013 年 6 月より

実験運行を開始。企画、運営は那覇市観光協会（那覇市より委託）が行い、運行は那覇

バスが行っている。 

・2014 年 8 月からは運行回数（25 便→18 便）、運行ルートを変更し、クルーズ船ターミ

ナルや那覇空港まで利用できるようになっている。 

・2014 年 10 月まで午前の便には那覇まちま～いガイドが同乗し案内を行っていた。 

・2015 年 3 月まで実証実験として運行を行い、実験後はバス事業者単独による運営・運行

を目指している。 

 

ｂ）那覇市内の観光地を結ぶ周遊バスの運行 

  ・バス運行事業者の選定 

    プロポーザルの実施 

  ・ルートの策定 

  ・車両手配 

  ・車両ラッピング 

    那覇市都市景観条例に基づきデザイン 

    ※内装工夫 

  ・バス停案内板制作及び設置、モニター、パンフ置き場などの設置 

 

ｃ）広報 

  ・空港、モノレール車両内 

  ・業界情報誌（機内誌、るるぶ、ＮＡＨＡＮＡＶＩ他） 

  ・プロモーション（県外旅行社、旅フェア、修学旅行説明会他） 

    旅行者への情報発信 

    沖縄向けの個人型商品を造成している旅行者及び航空会社訪問 

    修学旅行時の市内班別行動の新しい交通手段としての発信 

    海外向けは沖縄観光コンベンションビューローの協力を得てパンフを配布 

  ・メディア（県内、県外テレビ放映） 

  ・イベント（ディスカバリーキャンペーン） 

  ・研修（ホテル・旅行社への研修会の実施） 

  ・パンフレット作成 

  ・ホームページ作成 

   ※平成 25 年、26 年の２年間様々な広報を実施し、那覇市民には周知されてきたが、それ以

外の県民にはまだ周知は十分ではないので、引き続き広報にしっかり取り組んでいく。 

 

ｄ）運行ルート 

  平成２５年６月１日～平成２６年７月３１日 

    那覇バスターミナル発着 

  平成２６年８月１日～ 

    那覇空港発着 
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ｅ）実績 

  平成２５年６月１日～平成２６年３月２０日 

    乗車数     ６６,１４９名 

    運賃収入 約１０,０００,０００円 

 

  平成２６年４月１日～平成２６年１１月３０日 

    乗車数     ７２，８７７名（約 300 名／日） 

    運賃収入  約１２，０００，０００円 

 

ｆ）これからの取り組み 

  バス会社の自主運行に向けて、広報や印刷物作成など。 

 

 

 

○ゆいゆい号ルートマップ 
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○ゆいゆい号時刻表 
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○ゆいゆい号車内等写真 

 

車内に設置されたパンフ置き場 各座席に貼ってあるルートマップ バス停 

  

 

 

 

 

 

 

 
※マグネットなので取り外して見

ることができる 

歩道側    道路側 

車内に設置されたモニター(２台)：左モニターで次のバス停を多言語表示、右モニターは携帯のマ

ナーについての多言語表示（多言語：日本語、英語、簡体語、繁体語、韓国語） 

 

車内装飾 

 

多言語表示




